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［表中の 1 〜 4 は数量化、定性化データの記述法の
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表13　序数データの記述法
　このように、「記述統計データの伝達」では名
義データと順序データを明確に区別して定性化
データを記述していることがわかる。さらに、表
11〜13の例を参照すると、データの傾向を読み
取っていることから、数量化、定性化データの記
述法の「群の代表値を比較している文を記述しな
さい」と「群内の変動を述べている文を記述しな
さい」はデータ解釈に該当することがわかる。
4 　おわりに
　本研究では、科学的探究プロセスにおいてデー
タを数量化し、解釈する方法や数量化の適時を明
らかにするため、SRを分析した。その結果、 4
つの基礎的知見が得られた。
（ 1 ･）･独立変数と従属変数を同定、区別させる際
に、従属変数を数量化データとするか、定性
化データとするか、を行っている。換言すると、
数量化を変数の同定時に主に行っている。
（ 2 ･）･常に定性化データと比較し、数量化データ
を扱っている。
（ 3 ･）･定性化データを解釈させる際、群の代表値
（中央値）の比較や群内の変動（頻度分布）を
取り上げている。一方、数量化データを解釈
させる際、群内の変動（範囲、標準偏差）を
取り上げている。
（ 4 ･）･「従属変数は、数量化データか、定性化デー
タかを述べる」「測定した従属変数は、名義か、
順序か、間隔か、比率かを述べる」「従属変数
に最も適している代表値は何かを述べる」「従
属変数に最も適している変動は何かを述べる」
